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よい、 うれ、米作りには

硝酸態窒素(NOrN)が必要だ

島根県経済連技術顧問

松浦 お早

1. はしがき
我が国の農業はどうなるか，稲作はもう必要が

なくなったという戸をよく聞く。過去の農業は，

e 生活を抜にして経済に専念したのはよくな~ )0 ま

た，かつて日本は貧乏であったが，現在は経済大

国になった。

そこで当然， ).長業や稲作りの発想、を転換しなく

てはならない。稲作りを経済だけで考えると 9栄養

不均衡の米となり，それは決して楽しし、人間生活

を営むことには通じなし、。もちろん楽しい農・業に

もならなし、。うまい米に通じ，それを多く生産す

るために，調和のとれた稲作りということになる

これまで稲作は NHcNで， 麦作は N03-N

でー・といわれて， あたかも水稲にはN03-Nを施

用してはいけないように考えりれていたO しか

し，このことは大変な間違いであったことがわか

ったO 一方， N03-Nは土壌に吸収されにくいの

で，硝酸化抑制する肥料もあらわれているO

2. 稲作にアンモニア態窒素 CNHcN)と
硝酸態窒素 (N03-N)の施用法

NHrNとN03-Nとは化学的性質.が全く異な

り， NH4はl場イオンでN03はF会イオンであるO
た三 Nの含有物であるということで，長い間同ー

の窒素質肥料として来たので，

あまり 2者を区別して考えよう

としなかったO

これらの窒素が，植物蛋白に

合成される道も当然異なり，生

理作用，作物に及ぼす影響も異

なるO

私達の研究によると，稲につ

いてNH4は茎葉部lこ， N03は

種実に特効があることが明かに

なったO その他詳細に見ると，

随分異なった特性があるO

これらの特・'1生を充分に発揮で

きるようにするのが，施肥技術であるO

第 1表の成績を見るに，草丈は NH4の方が大

であるが，混合すると， NH4だけよりも， N03 

を混ぜた方が大となる。茎数はNH4が大で、全重，

全籾重，千粒重も NH4の方が高い傾向を示すo

N03を混合したものの中には， 草丈と同様に大

なるものがあるO

要するに稲体をつくるには NH4が，稔、実をよ

くするには N03が適することを認めたO 更に登

熟との関係について行った成績は第2表の通りで

あったO この成績によると，登熟はN03-Nを施

した方がよくなる O 稔実歩合も籾千粒重も大で，

不稔歩合は減少の傾向を示す。

稔実歩合の最高は，後期N03を増施した区でF

続いて穂J前期に N03を施した区で，いずれも

NH4より勝っていたO このような区は不稔歩合

は小で，干粒重は大であっt::.o
要するに，NHrNは茎葉を作るために， N03-

Nは稔突をよくするために特効があるO 従って全

部をNHcNにするよりも， N03-Nの入った方

がよし、。その量はH寺期によって異なる。

全Nに対して，幼穂形成期頃なれば10%，減数

分裂JUj頃なれば10-2096，程{揃期は20%;傾穂期

に10% ぐらいが収量が高~ )0 その最も N03を要

するH寺期は穂揃期であるということができる O

3. 稚首植と N との関係
最近多くなった稚WI植は，直播と移植の中間的

性格を有するO 一般に栽培上特に注意されている

のは，分けつ数が多過ぎることであるO 分けつ調

節はNの施肥の関係が大である O

第1表施肥期別の NH4とNOaの割合の影響

地肥割合
iii'i 闘を ~I:_ 育並収量調査

(NH4)2S04 NaN03 
地肥 J明
草丈 茎数 全主 全籾豆 籾千粒重

(アンモニア) (硝般) (cm) (g) (g) (g) 

1. 100 。 100.0 24 189 69 28.6 
2. 。 100 95.1 12 106 48 23.3 
3. 80 20 幻J1:む形 101.0 16 178 68 25.0 
4. 80 10 " 97.1 18 193 74 29.1 
5. 80 20 減数分 106.5 17 211 81 27.7 
6. 90 10 " 104.2 17 189 80 26.5 
7. 50 

501|1l 穂j田
111.5 17 199 82 27.8 

8. 80 20 I " 111.4 18 215 92 30.2 
9. 90 10 I " 108.7 16 193 73 27.7 
10. 50 50 椋期 110.1 18 173 60 24.2 
11. 80 20 11 111.2 16 205 61 22.3 
12. 90 10 " 107.0 16 182 72 24.6 
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第2表施肥期別の NH4とN03の登熟に及ぼす影響 4. 硝酸化成抑制剤と
稚首植の展示圃より

最近緩効性肥料とともに，硝

酸化成抑制剤入りの複合肥料が

多くなったO これはNHcNよ

りも NOa-Nが不利との考えか

らである O

ところがイネにも N03-Nが

必要であることが明らかになったO 硝酸化成抑制

力のある肥料を施用する時は，上手に施用せねば

ならなし'0
島根県において，有f~ïlÎf栽培について試験展示岡

で行った成績を見ると， 11カ所の成績で，抑制剤

入りの肥料施用区の玄米収量の割合は，標準区

1001こ対し最高は112，最低94， 平均は101.7であ

った。一般に砂土に効果が大で，粘土には小とさ

れている。

この展示圃では最も効果の大であったのは，第

三紀屑の鉄含量の多い赤色埴土であり，沖積層壌

土で有機物の多い旧は効果が最小であった。

洪積層の山間部で、排水のよい相Itf王iは効果が大

で，沖積層で:排水の悪い湿田では効果が小であっ

たO このように砂土地に効果が大で，埴土地に効

果が小さいとかいった考え方は原則であるが，そ

れのみでは相異する場合が多い。

私は酸化還元を中心にして，抑制剤の効:県は

Eh O. 5V以上の酸化状態のところでは大でEhが

小で0.4V以下の還元状態のところでは効果が少

ないと忠われる。

このように硝酸化抑制には数種あるので，その

特性を調べて， Eh の高~ ，酸化状態の回国の利回1

fllIに施用するようにおす』めするO
5. むすび

嘉精7(籾gE)-夜重 精肩1(根g変)苦重E 
稔実 不稔 *J.L 

l倹 区 名 歩合 歩合 千粒重
(%) (%) (g) 

1.棋 0.0272 _ 0.0287 93.6 6.4 29.6 

2 其桂3幼只dLJのの拙拙期後千表形J形NN成成OHN割G期10913 まNでNH.-N， 
0.0281 0.0288 90.9 9.2 29.9 

3 まNで NO，-N， 0.0286 0.0302 92.1 7.9 30.6 

4. 1& JUJ NO， -N 31t¥:量 0.0291 0.0300 96.8 3.2 30.2 

5.後 JVJ NH. -N 3倍量 0.0287 0.0290 94.5 5.5 29.9 

6. 1'，出揃 JYlNO，-N 3倍量 0.0291 0.0299 96.5 3.6 30.0 

7 . 1'.'l¥揃ijJVJ NH.-N 3倍量 0.0276 0.0284 95.3 4.8 29.8 

分けつにはNHrNが適するが，土壌中ではそ

の NH4を N03にする硝酸化成作用が行れてい

るO

N03は肥効が劣るのみで、なく， 土壌に吸収保

持されず流亡し易いので，なるべく N031こならな

いことが望ましいとされていたO その要望に答え

るために硝酸化成抑制力のある肥料が登場したO

ところが N03は欠点のみでなく，稔実をよく

するーという長所がある O 簡単に割り切らない

で，程ほどにすることを狙いとすべきであるO

そのためには，土地を見て硝酸化成の起り易い

ところ，特に有機物の少ない砂地のIJiど田はNOa-

Nになり易いので， なるべく NHcNを長く地中

に存在さすために，抑制力のある肥料を多く元肥

に施用する O これと反対に， N03-Nの出ないよ

うなところでは，抑制しない方がよ~ ，。次に私が

行った土壌の種類と，酸化還元電位の成績を示す。

第3表 土壌の種類と酸化還元電位〈表層土)

i;市水10日後 滞水30日後

Eh6 PH Eh6 PH 
(ヴルト) (ウソレト)

花i品j岩 0.531 5.3 0.459 5.9 
jIjJ f~i 0.317 5.9 0.207 6.5 
班岩 0.366 5.9 0.434 6.6 
三紀層 0.441 5.2 0.350 5.6 
iJ l~積層 0.421 5.5 0.351 5.5 

この成績によると， Ehの高い花嗣岩は硝酸化

成を抑制する必要があるが，沖積層土にはその必

要のないことを知るO

島根県の展示圃で，抑制力のある肥料を施用し

て見たが，ところにより効果の出方が著しく異な

るO これは施用する時期と量のみでなく，硝酸化

成力の大小を考えた処置が大事であるO

稚苗植は特に分けつが多く，日照不足となり米

質が低下し易L、。そこで茎数の増加と施肥の関係

は特に重要であるO 稚苗植に追肥の効果は大きい

が，失敗も多いので，特に施肥に注意したし 10

よいうまい米をつくるためには，よく稔実した

粒張りのよい米をつくることである O 従って検査

等級の高い米ということになる O

食味は各人によりて異なるので，それに応ずる

には収穫時期を調節することである O

収穫するまでは，充分に稔突し，粘弾性の高い

米を生産するように肥培管理をすべきである。

粒張りをよくするためには， イネの生育の後

期，すなわち幼ね形成開始期後のN03-Nが必要

である O その供給を調節するために，硝酸化成抑

制力のある肥料の施用を渇望して摘|筆するO


